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第５回 BIM/CIM推進委員会

令和３年３月２日

番号 基準要領等名 制・改定 WG

① BIM/CIM活用ガイドライン（案） 改定 基準

② ３次元モデル成果物作成要領（案） 策定 基準・実施

③ 人材育成研修 実施

④ 国総研DXセンターによる受発注者支援 実施

⑤ 土木工事等の情報共有システム活用ガイドライン 改定 国際



第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

基準・要領等の整備対象とその関係（令和2年）（案）

＜河川（堤防等河川管理施設）の例＞

…

河川巡視規程

河川カルテ作成要領

河川区域内における樹⽊の
伐採・植樹基準

堤防等河川管理
施設及び河道の
点検評価要領

樋⾨等構造物
周辺堤防詳細

点検要領
BIM/CIM活⽤ガイドライン（案） 共通編

測 量 ・ 地 質 調 査 ・ 設 計 施 ⼯ 維持管理

設計業務等共通仕様書国⼟交通省公共測量作業規程 （施設毎）

⼟⽊設計業務等の電⼦納品要領

BIM/CIMモデル等電⼦納品要領（案）及び同解説※ ※ 港湾編は別途作成

道路編ダム編砂防及び地すべり対策編河川編 下⽔道編機械設備編 港湾編

BIM/CIM活⽤業務実施要領
（ICTの全⾯的な活⽤の推進に関する実施⽅針 別紙）

３D測量⼿法の選定等 BIM/CIM活⽤⼯事の標準ワークフローBIM/CIM活⽤業務の標準ワークフロー

測量業務の発注
⼟⽊⼯事共通仕様書
⼯事の発注

BIM/CIM活⽤⼯事実施要領
（ICTの全⾯的な活⽤の推進に関する実施⽅針 別紙）

測量業務の電⼦納品 ⼯事の電⼦納品設計業務の電⼦納品
⼯事完成図書の電⼦納品等要領

詳細設計照査要領

設計照査

⼟⽊⼯事数量算出要領（案）

⼯事数量算出

情報共有システムを活⽤した段階確認等

設計業務の発注

設計－施⼯間の情報連携を⽬的とした4次元モデル活⽤の⼿引き（案）

発注者におけるBIM/CIM実施要領（案）

BIM/CIM設計照査シートの運⽤ガイドライン（案）

⼟⽊⼯事数量算出要領（案）に対応するBIM/CIMモデル
作成の⼿引き（案）

⼟⽊⼯事等の情報共有システム活⽤ガイドライン

情報共有システムを活⽤した段階確認等

◇各段階の事業実施において適⽤⼜は参照する基準・要領等

3次元モデル表記標準（案）

3Dモデル作成

3次元モデル表記標準（案）に基づく
3DAモデル作成の⼿引き（案）

測量成果電⼦納品要領
設計⽤数値地形図データ（標準図形）作成仕様の電

⼦納品運⽤ガイドライン（案）

3次元ベクトルデータ作成業務実施要領
3次元設計周辺データ作成業務実施要領

（ICTの全⾯的な活⽤の推進に関する実施⽅針 別紙）

3D地形図データ作成

設計⽤数値地形図データ (標準図式)作
成仕様【道路編】（案）

凡例 基準・要領類

ガイドライン・マニュアル等

BIM/CIM関連以外の基準・要領等

令和２年度制定予定

令和２年度改定予定

事業の流れ

3次元モデル成果物作成要領（案）

BIM/CIM設計照査シートの運⽤ガイドライン（案）
BIM/CIM成果品の検査要領（案）

・Information Delivery Manual（数量情報の伝達）
・Model View Definition（MVD:モデルビュー定義）BIM/CIM活⽤における「段階モデル確認書」作成マニュアル【試⾏版】（案）

検査
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第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

基準・要領等の整備対象とその関係（令和2年）（案）
◇ BIM/CIM仕様・機能要件

凡例 基準・要領類

ガイドライン・マニュアル等

BIM/CIM関連以外の基準・要領等情報共有システム機能要件 業務履⾏中における受発注者間の情報共有システム機能要件 ⼯事施⼯中における受発注者間の情報共有システム機能要件

⼟⽊IFC対応ソフトウェア確認要件（案）

LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換ソフトウェア確認要件（案）

LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準の運⽤ガイドライン（案）

LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準（案）（略称︓J-LandXML）

データ交換を⽬的としたパラメトリックモデルの考え⽅（素案）

ソフトウェア関係

オブジェクト関係

令和２年度制定予定

令和２年度改定予定
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第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

令和２年度

第4編 「ダム編」

第11編 「港湾編｣

河川編（河川⼟⼯含む）

砂防及び地すべり対策編

ダム編

道路編

機械設備編

BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）

共通編（総論、測量、地質・⼟質モデル） 共通編（総論、測量、地質・⼟質モデル）

BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）

CIM導⼊ガイドライン（案）

第3編 「河川編」

第5編 「橋梁編」
第6編 「トンネル編」

第1編 「共通編」

第2編 「⼟⼯編」

第8編 「下⽔道編｣
第9編 「地すべり編｣

第7編 「機械設備編｣

令和３年度

第10編 「砂防編｣

下⽔道編

港湾編

事業の各段階における活⽤事例
BIM/CIM事例集 令和元年度版を拡充

・道路
（道路⼟⼯含む）
・トンネル
・橋梁

• 令和2年度は『CIM導入ガイドライン（案）』を『BIM/CIM活用ガイドライン（案）』へ全面再編。

• 『設計業務等共通仕様書』の構成に合わせ、業務内容との関係を明確にして、参照し易く整理。

• 改定の主なポイントは「事業の実施に主眼を置き、各段階の活用方法を示すこと」と

「各段階の構造物モデルに必要となる形状の詳細度、属性情報の目安を示すこと」の２点。

• 基準要領等検討WGのサブWGを設け、当該検討を実施。メンバーは以下を想定。

国交省 ：本省各局、国総研、土研 等

業界団体 ：全測連、建コン、橋建協、PC建協、日建連、全建、設備団体、OCF、bSJ等
• 検討期間はR2.9～R2.12を予定。必要に応じて次年度以降も継続。

① BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）の改定
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第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

①BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）の改定
①「構造物モデル等の作成」から「事業の実施」に主眼を置き各段階の活⽤⽅法を⽰す。
②各段階の構造物モデルに必要となる形状の詳細度、属性情報の⽬安を⽰す。

○ 測量及び地質・⼟質調査
測量成果（3次元データ）作成
地質・⼟質モデル作成

○ 設計
現地踏査
関係機関との協議資料作成
景観検討
設計図（⼀般図）
橋梁附属物等の設計
設計図（詳細図）
施⼯計画
架設計画
数量計算

○ 施⼯
設計図書の照査
事業説明、関係者間協議
施⼯⽅法（仮設備計画、⼯事⽤地、

計画⼯程表）
施⼯管理（品質、出来形、安全管理）
⼯事完成図（主要資材情報含む）

○ 維持管理

各段階における活⽤項⽬

BIM/CIMを活⽤して設計、施⼯業務の効率化・⾼度化に取り組むこと
を推奨する「活⽤項⽬」について、業務内容から選定し事例として記載。

○各「活⽤項⽬」では、2次元
情報等に基づき⾏っていた業
務を、BIM/CIMモデルを活⽤
して⽴体的に把握し、また、関
連情報を属性情報等として付
与することで情報の利活⽤性
を向上させ、業務の⾼度化、
効率化を図ることを⽬的に整
理。

○その際に活⽤するBIM/CIM
モデルの要件を⽬安として整理。
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第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

①BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）の改定
（橋梁設計の例）
設計業務の標準的なワークフローから、BIM/CIMの活⽤を期待する業務項⽬を選定

橋梁詳細設計

(1) 設計計画

(2) 現地踏査

(3) 設計条件の確認

(16) 関係機関との協議資料作成

(17) 照査（照査①）

(4) 設計細部事項の検討

(8) 景観検討

(6) 設計図（一般図）

(17) 照査（照査②）

(10) 座標計算

(9) 動的照査

(5) 設計計算

(14) 橋梁附属物等の設計

(6) 設計図（詳細図）

(15) 施工計画

(11) 架設計画

(12) 仮設構造物設計

(13) 仮橋設計

(7) 数量計算

(17) 照査（照査③）

(18) 報告書作成

・設計のワークフロー
設計業務の業務内容を、「詳細設計照査要領」等を参考に時系列整理

道路設計

共同溝設計

トンネル設計

道
路

業務内容のうちBIM/CIMを活⽤して業務の効
率化・⾼度化を図ることを期待する項⽬を選定。

今
回
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
活
⽤
⽅
法
等
を
⽰
す
項
⽬
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第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

①BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）の改定
（橋梁設計の例）
選定した業務について、BIM/CIMを活⽤する内容と使⽤するモデルの要件（⽬安）を⽰す

橋梁詳細設計

(1) 設計計画

(2) 現地踏査

(3) 設計条件の確認

(16) 関係機関との協議資料作成

(17) 照査（照査①）

(4) 設計細部事項の検討

(8) 景観検討

(6) 設計図（一般図）

(17) 照査（照査②）

(10) 座標計算

(9) 動的照査

(5) 設計計算

(14) 橋梁附属物等の設計

(6) 設計図（詳細図）

(15) 施工計画

(11) 架設計画

(12) 仮設構造物設計

(13) 仮橋設計

(7) 数量計算

(17) 照査（照査③）

(18) 報告書作成

道路設計

共同溝設計

トンネル設計

道
路 現

地
踏
査

1) 地形、地質、気象、現地状況（用・排水、土地利用状況、用地境界、浸水想定区域、土砂
災害指定地、埋蔵文化財の有無等）の把握。

2) 沿道状況、交通状況、道路状況、河川状況を把握。

3) 社会環境状況を把握したか。（日照、騒音、振動、電波状況、水質汚濁、土壌汚染、動植
物、井戸使用等） また、環境調査等の資料の有無を確認し入手したか。

4) 支障物件の状況を把握。（地下埋設物、架空線、マンホール、電柱等）

5) 施工計画の条件を把握。（時期、ヤード、環境、濁水処理、工事用建物敷地、交通条件、
安全性、近接施工、架空線、資機材の進入路等）

6) 既設構造物との取り合いを確認。

・・・ ・・・・・

N
o
.

確認内容
※下線部は照査内容のう
ち、BIM/CIMの活用が期

待される項目

BIM/CIMモデル作成
のポイント

使用する主な
BIM/CIMモデルの

種類

詳細
度

属性情報等

1 地形、地質、気象、現地
状況（用・排水、土地利用
状況、用地境界、浸水想
定区域、土砂災害指定地、
埋蔵文化財の有無等）の
把握。

・用・排水は線などでよ
い
・周辺の土地利用状況
などはサーフェスモデ
ルなどで領域を示す

地形及び地質モデ
ル
構造物モデル

～200

・地形・地質条
件
・土地利用状況
等の情報

2 沿道状況、交通状況、道
路状況、河川状況を把握。

・線やサーフェスモデ
ルなどで領域を示す

地形及び地質モデ
ル
構造物モデル

～200
・把握した各施
設などの情報

3 社会環境状況を把握した
か。（日照、騒音、振動、
電波状況、水質汚濁、土
壌汚染、動植物、井戸使
用等） ・・・・・・・・

－ － －
・環境調査等の
資料

「現地踏査」における確認内容およびBIM/CIMモデルの要件

「詳細設計照査要領」照査項目よりBIM/CIMを活用する確認内容を設定
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第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

①BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）の改定
「現地踏査」 における活⽤の事例（設計段階）

・現地踏査で確認した⾼圧線をモデル化
・モデル化により後⼯程の施⼯計画等の安全
確認等に活⽤が可能
LOD︓200
属性情報等︓施設名称、送電線番号情報

現地踏査で確認した⾼圧線の2次元情報

※本事例では⼊⼿した調査資料等の付
与は確認できなかったが、後の確認参照の
ため参照資料として付与することを推奨。
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第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

①BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）の改定
「景観（形式）検討」 における活⽤の事例（設計段階）

・景観検討のため、トンネル坑⼝の周辺をモデル化
・実物に近いイメージとするため、⾊彩等を明⽰
詳細度︓200
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第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

①BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）の改定
「設計図（詳細図）」における活⽤の事例

（設計段階）

・点検、維持管理性の視点により、点検スペースの照査、検査路
の導線の検討に活⽤
詳細度︓400（橋梁本体等は300）

・トンネルと地すべりの位置関係の正確な把握。
・トンネル補助⼯法と地滑り対策⼯が近接するため、各々の
構造物を正確に再現するためにBIM/CIMモデルを活⽤して
照査を実施
詳細度︓400

「橋梁附属物等の設計」 における活⽤の事例
（設計段階）

地すべり⾯下のアンカー等定着部
が、トンネル本体および補助⼯法と
⼲渉しないか⽴体的に確認可能

点検導線に昇降ステップなどが連続して
配置されているか視覚的に確認可能
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第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

①BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）の改定
「施⼯計画」 における活⽤の事例（設計段階）

・⼭岳部における仮桟橋など、⼤規模仮設⼯事を含めた施⼯ステップをBIM/CIMモデルで作成。
・各ステップごとの必要な施⼯⽇数から⼯期の算定、施⼯検討に活⽤。
詳細度︓300
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第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

①BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）の改定
「施⼯計画」 における活⽤の事例（設計段階）

・⽀障物等を考慮した施⼯計画の検討
・クレーンの転倒も想定した重機配置計画
詳細度︓200

・桁架設地点の点群を取得し、交差点設備や周辺施設等を
BIM/CIMモデルと統合。
・統合したモデルを活⽤し、架空線や⽀障物の⼲渉を確認。
詳細度︓300

「施⼯計画」 における活⽤の事例（施⼯段階）
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第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

①BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）の改定
「設計図書の照査」 における活⽤の事例（施⼯段階）

・設計段階で作成されたBIM/CIMモデルと、⼯事受注者で作成した各⼯種の掘削形状モデル、構造物モデル、点群データを統合。
・堤体基礎掘削と⼯事⽤道路構築⼯事の施⼯範囲が重複する箇所において不整合を確認。
・受発注者間での状況確認及び対策案の検討が迅速に⾏われ、業務の効率化及び⼯程遅延を回避。

・設計時のBIM/CIMモデルと、
⼯事で取得した点群データを統合

・ダム堤体基礎掘削ラインに⼯事⽤道路が計画されている
ことを確認。

13



第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

BIM/CIM活用ガイドライン（案）第３編 砂防及び地すべり対策編

BIM/CIM活⽤ガイドライン（砂防及び地すべり対策編）は、砂防構造物の設計・施⼯（砂防堰堤及び床固
⼯、渓流保全⼯、⼟⽯流対策⼯及び流⽊対策⼯、護岸⼯、⼭腹⼯）及び地すべり対策（地すべり機構解析及
び地すべり防⽌施設の設計・施⼯、地すべり災害対応）の各段階でBIM/CIMモデルを円滑に活⽤できることを⽬
的とする。

BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）（砂防及び地すべり対策編）の⽬的

「地すべり編」に記載のあった「地すべり機構解析のBIM/CIMモデル」は、調査・観測・機構解析の観点が主なため、
改定にあたり「2．測量及び地質・⼟質調査」に編⼊。また、新たに「地すべり災害対応のCIMモデルの作成指針」を
記載するとともに活⽤事例を⽰した。

2.「 測量及び地質・⼟質調査」の主な改定内容

新たに、地すべり災害発災直後の警戒避難体制や応急対策⼯事の⽴案等への活⽤を念頭に置いた「地すべり災害対応
のCIMモデル※」を追加した。

地すべり対策でのBIM/CIM活⽤

※地すべり災害対応のCIMモデルに関する技術資料（案） （令和2年5月 国立研究開発法人土木研究所 土砂管理研究グループ 地すべりチーム） 14



第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

【予備設計】
例︓配置設計において、各種対策⼯の3次元的な位置

関係を把握。

【詳細設計】
例︓モデルの詳細な設計による設計・施⼯担当者の合

意形成促進。

【予備設計】
例︓モデルを作成し、景観に与える影響を確認。

【詳細設計】
例︓コンクリート部と鋼製スリット部の近接する構造物の

配置状況の検討。

BIM/CIM活用ガイドライン（案）第３編 砂防及び地すべり対策編

砂防構造物でのBIM/CIM活⽤ 地すべり対策でのBIM/CIM活⽤

※橋倉川第四砂防堰堤外詳細設計業務 （国土交通省 関東地方整備局 利根川水系砂防事務所)

※熊野川流域音無川他砂防施設配置計画検討業務
（国土交通省 近畿地方整備局 紀伊山系砂防事務所)

改定にあたり、砂防構造物および地すべり防⽌施設の設計については、「予備設計」と「詳細設計」とで区別し、各
段階における照査項⽬に沿ってBIM/CIMの活⽤内容を⽰すと共に活⽤事例を⽰した。

3.「設計」の主な改定内容

※由比地区地すべり対策施設詳細設計業務 （国土交通省 中部地方整備局 富士砂防事務所)

※滝坂地すべり対策検討業務 （国土交通省 北陸地方整備局 阿賀野川河川事務所)

15



第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

例︓3次元モデル作成による転流⼯の施⼯順序や区割り
等の確認。

例︓地すべりの深礎杭⼯の⼯事において、新規⼊場者へ
の安全教育・施⼯⼿順の確認をBIM/CIMを⽤いて実施。

BIM/CIM活用ガイドライン（案）第３編 砂防及び地すべり対策編

砂防構造物でのBIM/CIM活⽤ 地すべり対策でのBIM/CIM活⽤

改定にあたり、砂防構造物および地すべり防⽌施設の施⼯段階におけるBIM/CIMの活⽤内容を⽰すと共に活⽤
事例を⽰した。

4.「施⼯」の主な改定内容

※信濃川上流域砂防施設設計業務
（国土交通省 北陸地方整備局 松本砂防事務所) ※由比地区深礎杭SA16工事 （国土交通省 中部地方整備局 富士砂防事務所)

16



第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

例︓⼤規模⼟砂災害に対して、発災から恒久対策時ま
でのフェーズ毎におけるBIM/CIMモデルの活⽤事例を⽰す。

例︓広報資料におけるBIM/CIMモデルの活⽤事例を
⽰す。

BIM/CIM活用ガイドライン（案）第３編 砂防及び地すべり対策編

砂防構造物でのBIM/CIM活⽤ 地すべり対策でのBIM/CIM活⽤

活⽤事例として、調査・設計・施⼯の各段階とは異なるBIM/CIMの活⽤事例を新たに「6．活⽤事例」として追
加した。

6.「活⽤事例」の主な改定内容

※国土交通省 九州地方整備局

図：航空レーザ計測による3次元地形モデルの例

※国土交通省 中部地方整備局 富士砂防事務所

図：BIM/CIMモデルを活用した広報の例阿蘇大橋対策におけるBIM/CIM技術の活用事例

17



第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

下⽔道事業におけるBIM/CIMの活⽤促進を図ることを
⽬的とし、ガイドラインの改定を実施した。

⻘着⾊部は基礎を⽰す｡

②下⽔道特有の3D部品の例

⼯種単位
モデル化レベル 既設 今回
レベル1 ⾼ BIM/CIM化 BIM/CIM化 BIM/CIM化 BIM/CIM化
レベル2 中 BIM/CIM化 点群 点群 BIM/CIM化

レベル3-1 低1 点群
プラント設備と近接する部分に

限定し点群利⽤
既設と接続する部分に

限定し点群利⽤
BIM/CIM化

レベル3-2 低2
設備設計範囲の
壁、柱、床 のみ

BIM/CIM化
対象外

既設と接続する部分に
限定しBIM/CIM化

BIM/CIM化

躯 体
（設計対象外）

建築設備
（設計対象外）

プラント設備︓設計範囲・対象⼯種
③下⽔道事業プラント設備設計における施設のBIM/CIM化レベル（案）

③レベル3-2のBIM/CIMモデルの例

① BIM/CIMモデル活⽤ワークフローの作成
【主な改定点】

①BIM/CIMモデル活⽤ワークフロー

③ 設備改築が主体となった
下⽔道事業の特徴を踏ま
え、プラント設備設計に
おける BIM/CIM 化レベ
ルを設定

② 下⽔道特有の設備に関する
3D部品の整備

④ ガイドラインの流れに
沿った事例集への拡充お
よび修正

BIM/CIM活用ガイドライン（案）第７編 下水道編

18



第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

BIM/CIM活用ガイドライン（案）第７編 下水道編

19



第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

３次元モデル成果物作成要領（案）

【⽬的】
3次元モデル成果物作成要領（案）は、⼯事における契約図書を従来どおり2次元図⾯

とすることを前提として、設計品質の向上に資するとともに、後⼯程において契約図書に準じ
て3次元モデルを活⽤できるよう、詳細設計業務における3次元モデル成果物の作成⽅法及
び要件を⽰すことを⽬的とする。
・本要領は、2次元図⾯による⼯事契約を前提としており、詳細設計の最終成果物として3
次元モデルだけでなく2次元図⾯の作成も求めることから、2次元図⾯の全ての情報を3次
元モデルとして作成するのではなく、本要領に基づくBIM/CIMの活⽤⽬的を達成するため
に必要となる最⼩限の仕様を3次元モデルとして作成することを求める。

・単に3次元モデル成果物の要件を定めるだけでなく、設計当初から3次元モデルを作成し、
関係者協議、受発注者による設計確認、設計照査を実施の上、最終的な3次元モデル
成果物につなげるための基本的な作成⽅法を提⽰する。

・数量算出における3次元モデルの活⽤については、受注者の任意とする。

【対象⼯種】
令和２年度の適⽤範囲としては、「BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）」における道路⼟⼯、
⼭岳トンネル、橋梁、河川（樋⾨・樋管）を対象とし、今後適⽤範囲を順次拡⼤する予定。

20



第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

②３次元モデル成果物作成要領（案）の策定
【契約図書（2次元図⾯）の作成】
○2次元図⾯は、3次元モデルからの切り出し、または投影して作成した2次元形状データを

元に、⼨法線や注記情報を加えて作成する。

3次元モデル
（詳細度300）

3次元モデルに2次元図⾯
の切り出し位置を明⽰

2次元図⾯

切り出して作成

切り出して作成

「3次元モデル成果物作成要領（案）」適⽤範囲

3次元CAD・BIM/CIMソフトウェアで作成
3次元CADの機能で作成

2次元CADで作成21



第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

②３次元モデル成果物作成要領（案）の策定
【詳細度】
本要領が定める3次元モデル成果物の詳細度は、300を基本とする。ただし、業務途中で

段階的に作成される3次元モデルの詳細度はこの限りではない。
3次元モデル成果物の詳細度は300とするが、設計照査に必要な項⽬として挙げられてい

る項⽬の検討のため、より詳細度の⾼いモデル作成が必要となる場合等はこの限りでない。な
お、設計照査に使⽤した3次元モデルは検討結果として成果品の対象とする。
＜例＞過密鉄筋となる箇所や橋梁沓座部のアンカーバー周辺、付属物が集中する⽀点部
付近について設計照査を⾏う場合は、該当部分の鉄筋やアンカーバー等を3次元モデル化
（詳細度400）し、⼲渉・位置等を確認する。

【⼨法、注記等】
3次元モデル成果物への⼨法線、注記等の付与は必須でない。

契約図書として必要となる⼨法、注記等を2次元図⾯に
付与して、必要な情報を後⼯程へ伝達することを基本とする。
ただし、建築限界範囲、⽤地境界等の後⼯程に引き継ぐべ
き設計条件等については、3次元空間上に（⾊分け等によ
り）視認可能な状態で明⽰するとともに、必要に応じて属性
情報を付与することが望ましい。 （例）建築限界の明⽰ 22
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②３次元モデル成果物作成要領（案）の策定
【属性情報】
3次元モデル成果物に付与する属性情報は、4段階に階層分けを⾏う。なお、部材（階層

4 ）への属性情報の付与は、対象となる部材によって任意とする。ただし、発注者によるリク
ワイヤメントに応じて、必要となる部材に対してそれぞれ属性情報を付与する場合もある。
３次元モデルに直接付与する属性情報は、2次元図⾯の注記情報であるオブジェクト分類

名、判別情報（名称）、規格・仕様とする。その他の属性情報は任意とする。

階層 階層分け
の対象 定義 付与

階層1 構造全体 構造物の分類（道路⼟⼯、⼭岳トンネル、橋梁、樋⾨・樋管 等） 必須
階層2 構造体 ⼯種に相当する構成要素の集合体 必須
階層3 構成要素 主部材等に相当する部材要素の集合体 必須
階層4 部材 部品等に相当する最⼩の階層 任意

基本属性情報の階層

階層分けした属性情報の付与機能がないソフトウェアにおいては、階層毎に属性情報を付与
することができないため、１つの構造体・構成要素・部材に対して、各階層の属性情報を各々
付与してもよいこととする。

23



第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-１ R3.3.2

②３次元モデル成果物作成要領（案）の策定
橋梁詳細設計におけるオブジェクト分類・属性情報の付与例

【階層1】(モデル全体)
オブジェクト分類名︓橋梁
判別情報（名称）︓〇〇橋

【階層2】
オブジェクト分類名︓上部構造
判別情報（名称） ︓ブロック①

【階層3】
オブジェクト分類名︓主桁
判別情報（名称） ︓G1（部材番号）
規格、仕様︓鋼橋鈑桁（主桁形式）

【階層4】
オブジェクト分類名︓ウェブ
判別情報（名称） ︓－（省略）
規格、仕様︓SM490YB

【階層4】
オブジェクト分類名︓下フランジ
判別情報（名称） ︓－（省略）
規格、仕様︓SM490YB

【階層4】
オブジェクト分類名︓上フランジ
判別情報（名称） ︓－（省略）
規格、仕様︓SM490YB

24
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②３次元モデル成果物作成要領（案）の策定
【後⼯程における3次元モデル成果物の活⽤場⾯（想定）】
本要領に準拠して作成される3次元モデル成果物は、後⼯程において以下のような活⽤場

⾯が考えられる。

（１）⼯事において考えられる活⽤場⾯
1）意図の伝達・設計照査・施⼯計画・⼯事検査に活⽤
2）設計時に作成した２次元図⾯の３次元化により、ICT活⽤⼯事において活⽤可能

（２）維持管理において考えられる活⽤場⾯（※道路の場合）
1）点検計画の策定（⽴体的な構造形状と周辺地形をもとに、⾜場の設置、作業⾞の配置、点検箇所へのアプロー

チ、狭隘箇所の点検⽅法等の検討に活⽤）
2）関係者協議（点検や補修⼯事等の関係者協議に活⽤）
3）点検作業や補修⼯事における安全確認（第三者被害防⽌措置、地下埋設物の破損対策などの必

要な安全対策の検討に活⽤）
4）資料の⼀元管理（3次元モデルをプラットフォームとして、構造物に施⼯記録や点検記録（写真、スケッチ等）を

紐づけて管理し、検索性を向上）
5）点検作業の効率化（次元プラットフォームで⼀元管理された情報をタブレットに保管し、点検作業に必要な資料

3を閲覧）
6）点検結果の可視化（属性情報を有する画像を3次元モデルへ紐づけすることにより合理的に可視化）
7）損傷原因の究明（点検結果の可視化により、損傷と構造物の位置関係が明確になる）
8）ロボット点検（ロボット点検の実施⽅法の検討や、点検で撮影した膨⼤な写真等の管理に活⽤）

25
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③⼈材育成研修 『BIM/CIM教育要領（案）』の改定

BIM/CIMに関する知識体系

階層（役職）別
・発注者
総括調査員
主任調査員
調査員 等

・受注者
管理・照査技術者
担当技術者
担当者 等

教育訓練⽅法
・OJT
・書籍、テキスト
・オンライン学習
・集合研修、セミナー 等

・3次元情報の活⽤⽅針
・BIM/CIM概論
・建設⽣産・管理、業務プロセスでの活⽤
・情報共有システム、ソフトウエア 等

・「BIM/CIM教育・訓練フレームワーク（案）」は、受発注者双⽅の⼈材育成において、
3次元情報の活⽤のために習得すべき専⾨的な知識や技能を整理したもの。

・⼈材育成で⽬指す「⼈材」とは、⼟⽊⼯学分野の専⾨知識に加え、BIM/CIM等の3次元
情報の利活⽤（モデル作成、照査等）ができる能⼒・技術を有する者を想定。

→ BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）等の改定を踏まえ、⾒直し26
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③⼈材育成研修 『BIM/CIM教育要領（案）』の改定
【学習⽬標】
• 本要領では、期待する学習⽬標を「⼊⾨」、「初級」、「中級」と「上級」毎に設定する。
• 「⼊⾨」では、「3 BIM/CIMの利活⽤の体系」の学習に向けた事前学習として「2 BIM/CIMの技術

的な体系」の概要の理解を⽬標としている。
• 「初級」では、「⼊⾨」の内容に加え、BIM/CIMに関する基礎的な技術の理解と、『BIM/CIM活⽤ガ

イドライン』を理解し、⾃⾝が担当する実務能⼒の向上を⽬標とする。
（1） ⼊⾨

• 『BIM/CIM活⽤ガイドライン』に使⽤している⽤語を理解で
きる。

• 建設分野の課題及び、BIM/CIMの意義と⾃⾝が担当する
実務との関りが理解できる。

（2） 初級（当⾯の普及⽬標）
• BIM/CIMに関する基礎的な技術として、3次元CADの基

本的な操作⽅法（従来︓図⾯の閲覧 等）を習得する。
• 『BIM/CIM活⽤ガイドライン』を理解し、⾃⾝が担当する実

務においてBIM/CIM活⽤項⽬を設定（BIM/CIM活⽤業
務・⼯事単位）することができる。また、授受する資料等を
確認することができる。

（3） 中級
• BIM/CIMに関する技術として、3次元CADを利⽤した操作

⽅法（従来︓図⾯の修正 等）を習得する。
• 『BIM/CIM活⽤ガイドライン』に従い、⾃⾝が担当する実務

を効率化することができる。
（4） 上級

• BIM/CIMに精通するとともに、関連する複数の実務を含めて効率化することができる。
• BIM/CIMに関する適切な指揮、指導を⾏うことができる。 27
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【主な改定内容】
• BIM/CIM知識体系は、「1 建設分野の

課題とBIM/CIM」、「2 BIM/CIMの技術
的な体系」と「3 BIM/CIMの利活⽤の体
系」で構成する。

• 「1 建設分野の課題とBIM/CIM」では、
建設分野を取り巻く課題やBIM/CIMを
⾏う理由等の社会的背景や社会的要求
を学習する。

• 「2 BIM/CIMの技術的な体系」では、
BIM/CIMの理解に当たり情報⼯学分野
や⼟⽊情報学分野の基礎を学習する。

• 「3 BIM/CIMの利活⽤の体系」では、
BIM/CIMに関する基準要領類に従い実
務で活⽤する⽅法を学習する。令和2年
度は、特に受発注者が両輪となり
BIM/CIMを利活⽤するため『BIM/CIM
活⽤ガイドライン（案）』の内容を理解す
ることに⼒点を置いている。

③⼈材育成研修 『BIM/CIM教育要領（案）』の改定

28
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③BIM/CIM知識体系に基づく研修プログラム
• BIM/CIM知識体系に基づき、研修プログラムを項⽬別に整理。
• 令和２年度においては、⼊⾨編、初級編の受発注者共通項⽬に関する研修テキストを作成。
• 資料は可能な限り公表。各組織が実施するBIM/CIM⼈材育成研修等において、実施⽬的、実施

期間、受講者のレベル等を考慮の上、活⽤することが可能。

知識体系（案） 
受発注者 

（入門） 
備考 

2 BIM/CIM の技術的な体系

2.1 計測と測量

2.1.1 公共測量と GIS 〇（入門） PPT 

2.1.2 3 次元データの計測技術 〇（入門） PPT

2.1.3 SfM による解析技術 〇（入門） PPT

2.2 地盤の 3 次元モデリング

2.6.1 地形の 3 次元モデリング 〇（入門） PPT

2.6.2 地層の 3 次元モデリング 〇（入門） PPT 

2.2.3 土工の 3 次元モデリング 〇（入門） PPT 

2.2.4 地盤関連のソフトウェアと機能（J-LandXML） 〇（入門） PPT 

2.3 構造物の 3 次元モデリング

2.3.1 立体の 3 次元モデリング 〇（入門） PPT 

2.3.2 オリジナル形式と IFC 形式 〇（入門） PPT 

2.3.3 構造物関連のソフトウェアと機能（IFC） 〇（入門） PPT 

2.3.4 既製オブジェクトの活用 〇（入門） PPT 

2.3.5 VR/AR/MR 〇（入門） PPT 

知識体系（案） 
受発注者 

（入門） 
備考 

1 建設分野の課題と BIM/CIM

1.1 建設分野を取り巻く課題 

1.1.1 建設分野を取り巻く課題 〇（入門） PPT

1.2 BIM/CIM 全般

1.2.1 BIM/CIM 概要と活用目的 〇（入門） PPT

1.2.2 BIM/CIM に関する先進諸国の取組み 〇（入門） PPT

1.2.3 国土交通省における BIM/CIM の取組み 〇（入門） PPT

1.2.4 BIM/CIM に関する基準要領 〇（入門） PPT

１．建設分野の課題とBIM/CIM

BIM/CIM活⽤⽬的、背景等

２．BIM/CIMの技術的な体系

3次元モデリングの技術

29
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③BIM/CIM知識体系に基づく研修プログラム
知識体系（案） 

発注者 受注者 発注者 受注者 
備考 

初級 中級 

3 BIM/CIM の利活用の体系 

 3.1 公共調達【発注者における BIM/CIM 実施要領（案）】各段階共通 

 3.1.1 発注準備（BIM/CIM 活用項目の検討） 〇    PPT 

3.1.2 業務・工事の公示 〇    PPT 

3.1.3 選定と評価 〇    PPT 

3.2 プロセス監理【発注者における BIM/CIM 実施要領（案）】各段階共通 

 3.2.1 BIM/CIM 活用に関する事前協議 〇（受発注者共通）   PPT 

3.2.2 BIM/CIM 実施計画書 〇（受発注者共通）   PPT 

3.2.3 ISO19650 に基づく情報共有及び段階確認 〇（受発注者共通） 〇 〇 PPT 

3.2.4 BIM/CIM 実施報告書 〇（受発注者共通）   PPT 

3.3 測量、地質・土質調査【BIM/CIM 活用ガイドライン（共通編）】  

 3.3.1 測量、地質・土質調査における BIM/CIM 活用目的 〇（受発注者共通） 〇 〇 PPT 

3.3.2 測量成果（3 次元データ）作成 〇（受発注者共通） 〇 〇 PPT 

3.3.3 地質・土質モデル作成 〇（受発注者共通） 〇 〇 PPT 

3.4 設計【BIM/CIM 活用ガイドライン（各編）】  

 3.4.1 設計における BIM/CIM 活用目的 〇（受発注者共通）   PPT 

3.4.2 現地踏査 〇（受発注者共通） 〇 〇 PPT 

3.4.3 関係機関との協議資料作成 〇（受発注者共通） 〇 〇 PPT 

3.4.4 景観検討 〇（受発注者共通） 〇 〇 PPT 

3.4.5 設計図 〇（受発注者共通）  〇 PPT 

3.4.6 施工計画 〇（受発注者共通）  〇 PPT 

3.4.7 数量計算 〇（受発注者共通）  〇 PPT 

3.4.8 BIM/CIM 成果物の検査 

【BIM/CIM モデル等電子納品要領（案）及び同解説】 
〇（受発注者共通） 〇 〇 PPT 

3.5 施工【BIM/CIM 活用ガイドライン（各編）】 

 3.5.1 施工における BIM/CIM 活用目的 〇（受発注者共通）   PPT 

3.5.2 設計図書の照査 〇（受発注者共通）  〇 PPT  

3.5.3 事業説明、関係者間協議 〇（受発注者共通） 〇 〇 PPT 

3.5.4 施工方法（仮設備計画、工事用地、計画工程表）  〇  〇 PPT 

3.5.5 施工管理（品質、出来形、安全管理）  〇  〇 PPT 

3.5.6 既済部分検査等 〇（受発注者共通） 〇 〇 PPT 

3.5.7 工事完成図（主要資材情報含む） 〇（受発注者共通）  〇 PPT 

3.5.8 BIM/CIM 成果物の検査 

【BIM/CIM モデル等電子納品要領（案）及び同解説】 
〇（受発注者共通） 〇 〇 PPT 

3.6 維持管理【BIM/CIM 活用ガイドライン（共通編）】 

 3.6.1 維持管理における BIM/CIM 活用目的 〇（受発注者共通）   PPT 

  3.6.1 維持管理における BIM/CIM 活用方法 〇（受発注者共通） 〇  PPT 

 

３．BIM/CIMの利活⽤の体系（3.1〜3.2）

BIM/CIMを活⽤したプロセス監理全般

３．BIM/CIMの利活⽤の体系（3.3〜3.6）

測量、設計、施⼯、維持管理の
各フェーズ、各段階における
BIM/CIM活⽤
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『BIM/CIM教育要領（案）』に従い、当⾯の普及⽬標である「初級」を対象に、BIM/CIM推進委員
会に参加する団体からの資料や知⾒を頂き、特に受発注者が両輪となりBIM/CIMを利活⽤するため
『BIM/CIM活⽤ガイドライン（案）』の内容を理解することに⼒点を置いてBIM/CIM教育訓練コンテン
ツ（テキスト、PPT、BIM/CIMサンプルモデル）を作成。

• 「1 建設分野の課題とBIM/CIM」では、建設分野を取り巻く課題やBIM/CIMを⾏う理由等の
社会的背景や社会的要求を学習する。

• 「2 BIM/CIMの技術的な体系」では、BIM/CIMの理解に当たり情報⼯学分野や⼟⽊情報学
分野の基礎を学習する。

• 「3 BIM/CIMの利活⽤の体系」では、BIM/CIMに関する基準要領類に従い実務における活⽤
⽅法を学習する。

図-BIM/CIMの技術的な体系 図-BIM/CIMの利活⽤の体系図-建設分野の課題とBIM/CIM

各組織においてBIM/CIMに係る⼈材育成研修等を実施する場合、実施⽬的、実施期間、受講者のレ
ベル等を考慮の上、適切に組み合わせることを期待

③BIM/CIM知識体系に基づく研修コンテンツ
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• BIM/CIMサンプルモデル、これまで実施したBIM/CIM活⽤業
務・⼯事の効果的事例を基に6分野を作成。

• ソフトウエア演習のテキストについては、基本操作に加え担当者
（発注者）が業務で活⽤する機会が多いと思われる数種の操
作⽅法を学べるように取りまとめ。

• テキスト内のイメージ図は、操作内容の理解を助けるため操作す
るモデルと説明図を⼀致させるなどの⼯夫を⾏い、 BIM/CIMモデ
ルの具体的な事例を参照しながら学習することで理解を深めるこ
とを期待。

分野 地形 地質・⼟質 線形 ⼟⼯形状 構造物 統合
河川︓築堤、樋⾨ ○ ○ ○ ○ ○ ○
河川︓砂防（堰堤） － － － － ○ －
ダム︓フィルダム ○ － － ○ ○ ○
道路︓PC連続中空床版橋 ○ ○ ○ － ○ ○
道路︓トンネル ○ ○ ○ ○ ○ ○

図-サンプルモデル
表-サンプルモデル（5分野）

図-ソフトウェア演習テキスト（⽬次）

築堤、樋⾨

河川︓築堤、樋⾨

PC連続中空床版橋、下部⼯ トンネル

③BIM/CIM知識体系に基づく研修コンテンツ
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④国総研DXセンターの概要

（各地整がクラウド的に利⽤）

⼤規模ストレージ

国⼟交通省職員
⺠間事業者

（集約管理）

ストレージ
（⼀次領域）

サーバ

データ
バック
アップ

・簡易３Dモデルビューワ
・点群モデル→TINモデル⽣成
・道路中⼼線⽣成
・２D→CAD→CIMモデル変換
・CIMモデルへ点検票・写真紐づけ

インターネット

国交省
内部LAN

データプ
ラット
フォーム

起点

終点

中間点
切⼟区間

盛⼟区間 切⼟区間

LOD 200程度

トンネル区間

橋梁区間

計画路線モデル作成 納品モデルの作成

点検結果の
⼀元管理

クラウド対応のソフトウェアを⽤いて、
DXセンター内でCIMモデルを作成・修正

被災箇所の確認

概要
①BIM/CIMモデル等の3次元データを⼀
元的に集約し活⽤するセンターを設置
②ソフトを持たない⺠間企業でもCIM
活⽤を可能とするため、DXセンターが
最低限のCIMソフトを搭載
③外部の有償ソフトでも利⽤可能
④国⼟交通データPF、電⼦納品システ
ムと連携
注）活⽤⽤途（ユースケース）については各局と
今後調整

R2年度の成果
〇３次元ビューワ、３次元形状データ
編集ソフト
〇データストレージ（1PB)
〇データバックアップシステム

DXデータセンター

CIMソフトウェア（無償）

CIMモデル

DXデータセンターのユースケース（想定）
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⑤土木工事等の情報共有システム活用ガイドラインの改定

BIM/CIMの作業状況に応じた管理⽅法の記載

 共通データ環境（CDE︓ Common Data Environment ）は、多くの関係者が
参加するプロジェクトにおけるデータ管理の「標準的な⽅法と⼿順」（ISO19650-1）

 ISOではデータ管理に関する⼤まかな考え⽅が⽰されているのみであり、具体的な運⽤
については、各国において個別検討が必要。

 「⼟⽊⼯事等の情報共有システム活⽤ガイドライン」の令和2年度の改定により、契約
単位でのデータ管理の具体的な運⽤⽅法を⽰す。

CDEの各プロセスの概要及び担当

情報共有のイメージ「CDEのプロセス」 34
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（例）設計業務において受発注者間にて共有される情報
第3階層 第4階層（打合せ） 段階確認 共有される項⽬

― ― ―

業務着⼿時 データ連携・
実施計画書の承認

・BIM/CIM実施計画書
・前段階にて作成されたBIM/CIMモデル

中間報告（第１回） 設計条件の確認 ・設計条件確認のためのBIM/CIMモデル
中間報告（第２回） 関係者協議 ・関係者協議のためのBIM/CIMモデル
中間報告（第３回） 設計照査 ・設計照査の根拠となるBIM/CIMモデル

（構造細⽬の照査等）
中間報告（第４回） 施⼯計画の確認 ・施⼯計画確認のためのBIM/CIMモデル
完了報告時 最終成果物（契約図書）、リ

クワイヤメント要求事項）の確
認

・3次元モデル成果物
・リクワイヤメントにて要求されるBIM/CIMモ
デル（4D・数量算出 等）

確定情報

共 有

確定情報に保存されたデータが最終成果物として電⼦納品される想定
（中間報告時のBIM/CIMモデルが電⼦納品対象である場合、その時点で「確定情報」に移⾏可能）

【BIM/CIMモデルの共有・確認・承認等のデータ管理のポイント】
・業務着⼿時の受発注者協議により、BIM/CIMモデル等の確認時期、確認事項等を決定。
それに基づき業務を実施し、確認結果を記録として残し、⼿戻りなく業務を実施。

・情報共有システムではフォルダ構成を任意に設定可能。そのため、ISO19650のCDEプロセス
に沿った形で、電⼦納品システムとの連携を考慮したフォルダ構成によるデータ管理⽅法を提⽰。

⑤土木工事等の情報共有システム活用ガイドラインの改定

作業中
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⑤情報共有システムのフォルダ構成例

第1階層を「BIMCIM」フォルダに変更し、第4階層に「REQUIREMENT」フォルダを追加
フォルダ 格納データ 編集可能者
第1階層 第2階層 第3階層 第4階層 第5階層
BIMCIM 〇〇詳細

設計業務
作業中 チームＡ 任意 作業に必要となる各データ 受注者

受注者が指名
した設計者チームＢ ※チームは、業務に応じて適宜追加する。

共有 Rev0（業務着⼿時） 任意 前段階における確定情報の全データ 発注者
受注者Rev1（設計条件確認） BIM/CIMモデルのみでなく、段階確認

時に使⽤した資料⼀式Rev2（関係者協議）
Rev3（設計照査）
Rev4（施⼯計画確認）
Rev5（完了検査）
※段階確認内容はサンプル、業務に応じて適宜追加する。

確定
情報

DOCUMENT － 「BIM/CIM モデル等電⼦納品要領
（案）及び同解説」参照

発注者
受注者BIMCIM_MODEL LANDSCAPING

GEOLOGICAL
ALIGNMENT_
GEOMETRY
STRUCURAL_
MODEL

INTEGRATED_MODEL （サブフォルダ）
MODEL_IMAGE （サブフォルダ）

REQUIREMENT【新規】 （サブフォルダ） BIM/CIMモデル及び関連する資料⼀
式（Rev5（完了検査））
【例】設計－施⼯間の情報連携を⽬

的とした４次元モデル、過密配筋
照査箇所の３次元モデル

〇〇⼯事

発注者の承認
（３次元モデル成果物）

発注者の承認
（リクワイヤメント

要求事項）

オンライン電⼦納品システムにて電⼦成果品におけるICONフォルダ内のCIM（BIM/CIMデータフォルダ）と連携 36
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プロジェクト関係者（契約者以外を含む。）の情報共有に向けて

• 「土木工事等の情報共有システム活用ガイドライン」では契約単位でのデータ
管理の運用方法を示すが、多くの業務・工事が関連するプロジェクトでは、契約
者以外を含めたプロジェクト関係者の情報共有、データ管理が重要となる。

• 確定情報（最終成果物）だけでなく、共有情報（業務・工事の履行途中の情報）
についてもプロジェクト関係者で共有すべき情報、効果的な運用方法、後工程
で利活用できるデータの形式（ファイル、フォルダ等）を今後検討する予定。
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